
生は飼力筍浅を’蛋ナ　　　　”
響姦壱穿豊蓼薯星）
鑑蟹碧姦tCマ彪終霧
せれ者使にンる用の

會霧存う讐多孚姦調　　　影

異ゐ實へた・8て氏れて験てる・ナ）ブもは



　をる獄プ保て除も更証に畢於浅b　構事見キちはしのにせ沸能て及後
　成ははン鋤窒膠は進り水ははア潜
　す以桑ス物素はグみO分ざアブは
　詮吉輩魯鍵皐」〈些藷嬰象）ゴ笹
　大事唯旨養衡チ＝種　行り酸ハ完
　に實一一・霧に智ンコvの　ひE類ノレ発
　塞ま裟i墨塔∫蕎筥餐蚕霊づ琶

　／i著な9nをるS・ヂ特　 ト蓬iるてら
　酸漕，以ぎ認も1ノン種　　りせも此る
　類はてヨめ是プのの　ブリの理ts

　りるのデ知足ン有酸　 ンルる明貼
　藍餐ζkV象芸蕃麦夢tec凱1書輪
　〃及ノ浮tr・ア有玉欠　加デブるし
　ジ親蟹匿鏑ラ等纂馨を民要え喬

馨）鶏巖讐毒蚕箏㌘tr，・；鑑璽緯

顯錘窒饗嵩，購叢善・1蒲
　し究殊めノレ於物ン蛋　素共り水に

　薯砦馨も暑垂建で妾藻囎塗な3
　鷺撃裸簿書毫多事轟il彙砦律
　覧縞暑長需禽姦鍮藩莞碁馨暑
　せ緯す　ホを於欠き　脅全るにe



　　　　　　　　を異己　i欠弓巳b（入）（七）（六）（五）（四）（三）（二）（一）以　甚　に　　　に　に　是

　　　　　　　　てだ行　 報再にチチアアググ標標本僅ひ　 ぜ三於
ロロララリジ準準實かずZ　ん實て
シシ…fで蕪欝讐黛姦｝撃奪
ンンソンrvノン　　於の回　 る試不
雌雄雄雄雌雄　　 きみの第もみ足
臓囁蔽腿臓囁　　てな實二の陀せ
　　　　　　　　はら，験　 はるる
○〇四四四四　　第すに試最にア
”％％％％　　五實於　近何ミii垢；；ずず　璽馨莞験歴鷲垂
孟ζ；訳マ　禽懲箋禧毒蓼
シシ n溶ルノレ　　験の齢法7Z同人

b　，りEII　B－一　　次齢る　　り於

　　　　　　　　けもり　　　量
　　　　　　　　tzの添　　　 に

　　　　　　　　りは食　　　如
　　　　　　　　Q往を　．　　何
　　　　　　　　　々行　　　 なe　、　　　　　　是ひ　　　るO　　　　　　　　　れ7z　　　影
　　　　　　　　　をる　　 』響
　　　　　・　　　欠も　　　あ
　　　　　　　　　くの　　　

る

　　　　　　　　　傾・“e　　　か
　　　　　　　　　きは　　　 を

　　　　　　　　　あ粟　　　 思

　　　　　　　　　る差　　　ひ



　は本（一）繁b第　て蓼ぺ桑別育靖ξ轡
　保期外一〇一　渦v－・・き葉し及得Vi；z’
　温中界齢　齢　下枚葉に各班るに
　装にの期　 よ・　せつを試腿紋限於
　概於状に　 り　しb，秤藥を簿りけ
　にけ況於　第　め此量を減出全る
　よる　け　四　後液し添じ來騰獄　り天　 る　齢　 瀟中其付て得の兜
　て候　維　 に鯖李に重せ各る獄頭　適は　　過　　到三　な漬・量　し三限　免数
　當晴　　　’る　 るしにむObをは　S・天　　　迄各寵て劉るO同混三
　る多　　　 は齢の繊し法頭一合○
　朕く　　　　試に上來てはとなし0
　態し　　　験於に得樋前せるてに
　をて　　　範け渡る當報りも四し
　保降　　　 圃るげ限な告Oの齢て　っ雨　　　 外獄てbるに　 を盛獄　轟稀　　　 に兇乾均容於　 撰食児
　とに　　　属の燥一・・b一量き　鐸期の
　を獄　　　す螢せにのて　 しに佃
　得兇　　　る育し液ア叙　て琵性
　せの　　　を　めのミi違　唇るに
　し生　　　以　ナZ附ノし　照蓬よ
　め育　　　て　う着酸沈　四囁る　tzに　 ”’ @其　 Oすのる　○を實
　り極　　　螢　　る溶S　O分験　Oめ　　　育　　様液同　頭つの
　　良　　　過　　力大に　せビ差　　好　　　 も　　めみし　 り無を

　．る　　　概　　り磁絵　五し來
　　果　　　 に　　 しの時　 期飼る・

　　與　　　め　　後獲前　入せ！　　へ　　　・　第　　　過皿約　　り　りtw　・
七　陀　　　五　　剰中二　て此ぜ一　　り　　　　齢　　 一のに時　　第時ん
　　飼　　　 よ　　 液入間　 二にが
　　育　　　り　　はれに　日際爲
　　室　　　 箱　　 是給於　 目しめ
　　に　　　 詳　　 をすて　 雌盤掃
　　就　　　 細　　傾可給　雄鰹立
　　き　　　 に　　 斜き桑　 をの後



ぞ三）は．化て態蟻（二）　　　　　　　　　馨

釜吾泰嚢馨舞害　　欝　　暴

　　後の影就　均♪　五朝見き　讐ε
　　時に倣て　 な

　　に1はす見　vr　 最

　　は一一こ
る

　　畿沓姦三　妾叢低五六孟墨一
　　の絡得蛾
　　就れ可を
　　眠りし除　 ．

　　獄同i’く　　　　　．、

　　9旱吾嘗　麟均
　　約後正全　　一に午部
　　日盛に登
　　闇食掃生
　　就期立せ
　　賜にてり　　　　　　　　
　　し入tz故
　　てりるに　　脱同に卵，、　　　　’　盤
　・　皮夜，璽の　　　　、　　　・　　“
　　をは二鞍　　絡慧十達
　　れ兜六は
　　りのH適　　一騰梅當
　　齢色にみ
　　期に入る
　　間灘b欺



　認趨（二）　　　　　輿本（一一）第に桑
　黒讐箸　篶　禽幣舞露義諜
　一一’・一の漁温　灘降曇晴天轟にのにを鼠
羅犠度1盤雨天天鱗読難1

　せし　　　　　　　tz候　i過にを　り彪　　 最　　　 うは丁 @良摘

　　一t　　　　　　　　にし　　ざ・一一一
　　目　　　　　　　賛て　　る日　　を　　　　　　　け高　　量間
　　纒　　　・　　　　る温　　 を貯
　　て　　　最　　　　晴且　　給藏

　　頻　　　　　　　 蜜く　　こて
　　せ　　　　　　　内欝　　を是
　　る・　　　　　　　　温め　　 巡iれ
　　螢　　　　　　　灘に　　けを

　　盤　　　　　　　次ifij　　時給
　　兇　　　　　　　のし　　閣桑
　　約　　　　　　　 如て　　 四L ﾊ
　　一　　　 ’　　　し飼　　 日は
　　五　　　　　　　　育　　二獄
　　○　　　　　　　　寛　　十兇
　　頭　　　　　　　　内　　時の
　　を　　’　　　　　　に　　間酸
th　慶　　　　　　　　於　　な育
三　見　　　　　　　　　き　　 りの
　　せ　　　　　　　　て　　き状
　　b　　　　　　　　は　　 ゜態
　　其　　　　　・　　適　　　に
　　他　　　　　　　　度　　　よ
　　に　　　　　　　　　に　　　

り

　　異　　　　　　　　灘　　　て　　状　　　　　　　 氣　　　適　　を　　　　　　　　を　　　當



蒙藩（馨）　欝　姦雛（外界）謙鱗

　し蚕霊　　　　　　　 女ロ＿ヒる　　 食
て兇　　　　　　　し昇も　　桑
食の　　　　　　　　o・し外　　 時…

桑機　　　最　　　　且温　　間時育　　　　．　　．　　つ急　　 は

日め　　　　　　　　 i來昇　　 二
十て　　　　　　　　せ騰　　時九迅　　　　　　　　りを　　間
時速　　　　　　　　依楽　　停

・Q他　　　　　　　　に筑　　＿
　に　　　　　　　　　墾｝九　　 日

　就　　　　　　　・す〇　　六
　き　　　　　　　　る度　　時
　て　　　　　　　　救以　　間　異　　　　　　　　濟上　　5　状　　　　　　　　注に　　り
　，を　　　　　　　　を及　　き
　認　　　　　　　　講ぴ　　 。七
　め　　　　　　　　　　じだ　　　　四
　す　　　　　　　　 ずab
　し　　　　　　　　り從
　て　　　　　　　　　本つ
　本　　　　　　　　齢て
　齢　　　　　　　　期飼
　を　　　　　　　　中育　終　　　　　　　　に窒
　は　　　　　　　　於内



　奪薯藁靖　最　　蒸義難
　鬼叢冒範合．。．　　爆概
　　蓬腿さ％度圃　　藻k
　　鵬於　　　　　　　　つ曇　　’獄き　　　　　　　　こ天
　　をて　　　　・　　　　ごに
　　生十　　　　最　　　　をし
　　じ数　　　　　　　 力て　　ナこ頭　　 七七　　　一　回め蒔
　　塾匙　賑低七五一敷t8薩
　　蹴縮　　　　　　　　0雨
　　て鷺　　　　　　　　　 あ

　　是を　　　　　　　　　　b
　　れ生　　　　　　　　　 而

　　却れ　　：2　　　　　晴　　せを　　％壌均　　　　　天
　　b陶’　　　　　　　　少

　　期り　　　　　　　　　 め

　　間其　　　　　　　　　 に

　　五他　　　　　　　　　飼
　　Nに　　’　　　　　　育　　二就　　　　　　　　　室
七　十き　　　　　　　　 内、

五　三て　　　　　　　　　 に

　　時は　　　　　　　　於　　間援　　　　　　　　　き
　　に育　　　　　　　　　て
　　し遽　　　　　　　　　は
　　てに　　　　　　　　　 時

　　食し　　　　　　　　　　々
　　桑て　　　　　　　　炭
　　蹄斑　　　　　　　火



∵ご』ご＼嘉四．ヅ醤途r（Pt供）森箋
濃

ノ鴨

’、

毒．
　　　1，

1’，．g

／⑪

親，

聡
恥

1　　　　　　　　　　　　一

　，、　　國・於
　　　のよけ
　　　撰bる　　　鐸開経，
　　　　始過
紳　　　す
　xa’　　可
　th　　　き　　

！

　　　　を
　　　　以
　　　　つMV．　　　　て
　　　　本
　蕊　　 齢
　．・山　　期
　　　　腿

　誌　　　る
　”’　　調
　　　　査　
　　　　は
　　　　特　ヨ
睾　　　　に
　e．，　　，精
　㌔　・　細
　　　　に
　　．　行
　　　．ひ

蔓　　．°
a　　　　　噸．
　　　　　六

ヤぽ

　翫i
審

tt

@「「　　　　　1



　　　本窪第（三）齢本（二）窮殖慨第禍冒
　雌雄騰鶴婆蘇害糊難舞盟隣程羅薯
　個個重食呈よ状に間の帥欠り盛於
　撒激Pt警葱藍態誉長蕊到塗義蟻ttc
　　　於も四　てけ　りへ眠に叙　　q、けの齢　はる　コラせ於述
　　五る多1二　省天　 bノレしてせ二五丁讐％奢鷺讐藻黄墓緩裁
　　Qを　泡一　に発　食腺齢的く
　　六秤　は　於く　雌の第岡第

　　夫次　 態　灘曇　獄よ三酸に　　五の　 良　度天　當り日達於
硫よ弩饗茜象腰墓甦集姦
　　ぎ彙乞巽1こ義墾撃芸tt
　ニー1を　　も　 遣て　 簸決て翻の゜六

　ヨδ1°秀罷畿三砦霧最憲
　　Q　　 て　載児・四時せ宛間

　　Q　　　的　 結甚　 撰て後して
　　入　　 多　 果だ　 i繹i養部て多

　　充　　 ｛慧　如な　 をじのなすk　　O　　　を　 しる　 得て存しる
＆一 諱@憲゜義馨ぎ費庸畿
　　釜　義　守象量瓠警難
　一⊥　讐　卿警喜讐警iL
　　き’藁　／1駕熱難簸馨
　　　　　の露し生八’て



樹使め病　　　　　　次見本
采琶馨讐鮪育育育昌岳書磐雌維
繋砦繕ぞ餐早：二＋盃簸゜誉個個

養撃窪聲　　準垂’最
馨髭篠霧a…一一讐誉宅
各のり数　　　．　導　　　　　　　　　　な　 日

隔如濃脱　　　　　コ’　す　 間，
のき厚肛六二＿＿nt　ル雄O　に

O見だの　　　　　＝　　　六
蜜翌義藷三ニーδ。。並一昌
にしめむ　　　　　チ　　　午
　　　　　　　　　　　　　後就をな本　　　　　・き以ら’實　　　　　 y　　　 に

あ？鱒入三咽・・瞳、　響
重な前於　　　　 標

i掲　 施ア四〇〇〇一三匠
ぐ　行ミ　　　　ージ
　　しノ　　　　　

））

　　ta酸　　　　コ
　　る添三　 二　　lv雌　　し
　　實食九九六ニーPt逓
駿囁　　　　　ア
にに　　　　　　ヲ
於於　　　　；楽葬集虹oo六一〇賑

7

一に　　　　　　チ
％病　　　

Yi

以鎧　　　　　γ
下の九〇〇八．．O獲
の多

墨禁㍉
鑑

甕

蓮

ずz

b・、

圃

時

に　　 七

早　　八耳
熟

『

モ

留認入穴力お入々　　　 登



　蜘四ra此止に各憂纂（四）騰　　　 ・

　に％＝故し於縄齢四桑重　給溶ノVにてきにを齢葉に
　與液及グ静て於通を及就　雄㌔
　試をアリ止はけじ絡給き麟
饗癒；鼠纏繰維郵ヱ1準
　絵だ溶及に良の桑試　 ミンンPt　桑る波アあな食園験　ノ憾匪臨隔
　量爲をラりら桑鼠以酸　聖め使n・標す瓶返外　を
　不に用γ準グ態桑に給　す其し雨チリは葉あ　與
　　濃だ腿Ptコチをり　しニニュニ
　　度るにシ・U使し　だ璽四三四　　の瘍於ソノVシ用を　る9理覗㌔
　　響倉茎警警籍嘗馨鍵δiき西
　　だはは於於輿試て　は　　る嚢ltξ也けき囁藥特　

去口

　　にののるてにをに　 り　　’‘　あ如二がは於桑精　て
　　多窺警聖t）苺警密醤＿諜＿
　　3．墾芒霧k紫縛萎嘉ζ；響
　　O呈てに寡爾すを　を’”V＝ts準
　　　しi唖i漿し1、，ff．qる秤　 來ソy，v
　　　だ桑葉グご法壷　 さ笹匠臓匠
　　　る多をりもはせ　 い

　　　事く喰コ標前ず　る
　　　を前ひN箪の適　 な

　　　見三轍・n・，臓協當　
り

　　　ざ圓一すEF．　Ul；合に　　o＿pt＿＿
　　　るに轟に異ご均　　ill募E天

撫　　て實o欝1虜b與
　　本験　見あ゜せ　　實に　はら　

り

　　鹸於　食ず　而　　　にて　桑ア　 し

　　於一　中ラ　て　　　き％　時・・　桑　　　　・
　　・Aてが　々y　葉
　　はy　中冨　は



生け於・用し　゜せるけ　せ陀　　　　　　　 給雄標

　　もU）薦籍　 二　　　　　　　　添同二
響調基圭。九き宅三δ四雑

　一・甕て近000五三〇七〇中（　な　　　　　上　　　　　 ’　　　　試雌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雄　る　　　　　籏　　 ＿　　　　　　　・藥
　粋　　轟　嚢8毛蛮琵翫。蝿劃）
　よ　　　れ　一　　　　　給1

　勢　　鵠　塾8盗8豊量8塁・武讐躍

　に　　　　　止　　 A8毛套垂碁署10蝿蟄

男黛（各）義警（至）合奔育秀秀査育鮪　月

繭　に　囁　　 を叙　　　　二廿廿二十十十十
は，於に　 使述籏計著言百古春合吉脊　綱

　甑　　　　　す　　一　　一一
幽響　　畠　奏k．Yu姻鴎馨レ

　果　　　　　つ　　　　　　　　　　給給ソ

　　し　　　　　示　　 ＿　　　　　　　　禦雄
　須：　　　　　芸　　　i蚕8G…i奎垂吾巴死o蛎璽」）

　　し　　　　如
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ



八

∫鶏，二δδ三畑肋越＿＿＿＿合
／i／r’1蝋1繕繭lll蚕論1賓，

　蚤

　　上　　　　　　　　王識
　　繭　　　　　　・　　述
　　一・　　雌　　　雄　　　し　　蝶　　　雄

標　○購輪　ナaず甥糠論準郵翼準罪二準臨罪こ準；罪準
　　　　　コ　　　　　　　　 ’　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　N

囁鑑惹誌繭晶麗撃1話鹸1藁五蕊誌騒
　　は　　　　　　　　　其
　　次　　　　　　　　嘔
　　の　　　　　　　　　　の

霞癖謡繭叢上
1饗゜禁鱗鷲松蝦舗骸編喬懸繭
x蟻　δ圭R’G、昊：≡茜　勇

　　　％％％％％％％％繭す
　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　中
　　　　　　　　　　　　百一一一二一一こニニ

蒲　　　　　鍋隔瀟蒲輪
糞憂餐敏へ哩薫薫・姦

　　　　．　t，t　装論喬輪編転繭

一羅　　1　鍮



雛9㌶父3宍訟£必　鵠（繭）
含）ttt）ノ））））））））） 噤@全長
　（～Qqぺ：『「『「：一一；「：　　部に・チγン
　九九九〇〇〇〇一一一一二二　のよロラ1，

　　　　　　　　　　　　　　　　定

望L三三五9込土一五二三旦三三鰐　き　　七天ヨ

　　　　　　　　　　　　　　標　 し

三一 @三一四rk六”一一h二　　　匪　如　t：”ニー＝

　　・　　　　　　　Ic　結　 夫一ロ

三一ニーニー　三還　撫
，　五八六六四四〇八七入三一tOO瞳　 得

　　　　　　　　　　・一一　　　　ア
　　　　　　　　　　　　　　ラ
，監五元‘ 缺{調δ犬八宅一。藍

　　　　　　　　　　　　　　ロ
ー，　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　シ

監三芸六垂δ㌫き○δ。二藍j

　た
繭　り
o

。標、　　・

一　　　　　　　　　　　　準
畏粛六柔三署蓋垂三奏五七二＿嘔

五四五
五七七
1　　1　　｝

〇五五
四四一貞
瓦武瓦

　．　．　　　　　　　　　　s　　　グ
　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　三八八
　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　六五ニー　　　　　’　　　　　・　。　、　　　　　、瓦瓦諏｝
七一　 一　 髭一ニー三　 一　　 ル雌
四〇〇一三八四九五九三〇A一偏
　　　　　　　　　　　　　　ア
　　　　　　　」　　　　　　　　ラ

蓋充七玉六旦塵産ま面孟」

蝋　　 一　　一
四三四．
一七四
、　　、　　、

　　　　　　　　Ψ八
繭　　　　　　　：

撫八三調語鹸七翫蝉　　　　、



繭饗僅窒璽㌶父宅宍舳22。　羨
　　　曲以いハノ））凱ハ八’））））繭　の
晃・墾吉㌶莞蕊δδ茄ココ…ゴ驚
（÷書蓼鞘゜1∵野1董長書
　準

　優
　7♂
　り
　τ星

　ア
　ラ

　ン
　遜

　チ
　b
　シ
　ン
　魑

が線　　 一　二　二爲を燕『四四Qk誉メミdk－一：：qrて±IE

め以三愁融錦四嶽詮二1・・

梗・愛　染9輿，1宍　　鍵
せ異、t－．t－．．t－一一＿＿．tt＿＿．t＿一．、＿＿＿＿．．．．．t＿一一一一＿＿．一一＿＿＿＿tか

む曲　　　　　　　　標1翔

．，

p雄 ﾖ遙τ3∵ゴ丁㎝⊥讐

　　　よの　　一　二　＿　＿　　　事
　　　り　如　プくニー三二七九四一三六〇〇二
　　誇k三慮．歪釜歪莚1涙璽裏里竺d重

1嚢　．．．　ご二＿　一h”一言
標　 作　　 、、、rr、、、一竃、，、q
準？　妻談鯉薙究畏o募○歪孟L
囁

ヨ　漁　tt－一…一一γ一一…一・一一一一一一一　一一｝　o

1　　　｝　　　　 一一 Z画一四六七一〇四〇　ヲ

　て
　示
　せ
　ば

　の
雄如
　し
繭

　　グ
　　リ
　　コ
　　、
　　tt／
　＿瞳
　　T
　　z
八　　と
・廿　　隔

　　言

　　詳
　　颪1

　　゜、　　　　　　　　　　　標1
　　　　　些liq円ゴ薯メ1一て璽匹1『モ（⊇（⊇）＃｛1

雌　蝦，麩；％え．撃類鞭
｝　　五〇旗＿三竜宍八量＿五〇〇・V
繭　　　心dEL2メ1充盆盆E心瞭盆盆，しthig

．＿＿＿二嵐一六八三．五＿蔓一．一一・・〇七七1畷

　　　　＝ご一．．一　　写繭
八三七二〇四九六〇一一四〇〇二
．届輩美蓋盆課．訟葦璽空童

　　　　　　　　　　　　　チ
　　　　　　　 ．．．－　　－　　 　　　　　 ロ鉱三入三i三八六〇五〇ニー一一》1
甑三奏頻期ざ舐黙薩1



王（置）　　　　　　　各
灘　雌　t、f、　鍍欄

讐雰・く恥・で準馨、
よ類ンソ，レ　ソy｝レ　　る一・
、り　し匠匿瞳團圃匿甑圏　 最d二
雰砦・　　・　蓑塁茜三五霊麺監．／t
類各　　　 ．　　　　最
し囁　　　　　　　　短鷺
だの　　　　　最繭9：　＿＿＿＿
轟鵠：：コ：コ：「コ痛婁天ff　o　一一三薔西δ四

騙鷺宍宍三繭天三長臨＿＿
の’i爽入五〇入六九四八Ωζ重　　　　　　　　　　の

婁　　　　魂9二
饗実実実実実実完麟゜wa　＝ろき杢奎量三

し六六入一六kて　　　　　，　　　　　　　二
謬　　　’　　璽一九璽奎杢受δ1
如

き　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　1

輩　　　　・　鏡咽嘩＿
を　　　　　　　　　　　　　三四Pt一二四二四〇
得　　　　　　　　　　　　　　　、
ナヒ　　　　　　　　　　　　　ー

碧　　　　　1曇ご二荒垂三翼命

弍

○二
五五　三三六・六三二　∫
九九三五五七六Pt二



一一・一一

～ラ臥＼髄　 ’　ミ辮壌

八

一蜘．＿

ぎ疎綴



§ε分繭曇合§§器鰯3§e分繭’

．．一．一，．．．＿＿t

]　lt・，　9集二・宍　1
　　標

o一準1　　）
魏。臨．

1匿二　1　　　．　　　　標1
　牧塑：　四一五嵩七一ご　　　

　　ず

qQヲ
00．’レ
　　1藁

　　z
　　フ
OO二語δ1誕

　　チ
　　ロ
OOシあ　　｝
〇九壷

　綴＝　　　　　　　　　　　一　）’1－一一
鋳蓋九六死四き三受入茜四一。。9

雄蕎ぎ萎調ぎぎ獣⇔遡dδ巌、
｝

百
　　　゜t　　　　　　　　　　　　　　　　　ア麗分六一一　三一六二六＿三n．ニ　　ラ
　傘…五五三〇八ニニ三六〇三一〇二
　を誠d犬酋夫君どδ9！｝盆犬iii§（3　y
以Ω四五ニニ九九七五四一入五　匠
つ　二　　　　　　　　　　　　．　　チ
て六二 “・“

六一入二三一　 ロ

奪鼎蓋歎藩嚢鷲8讐8藩

雄

躍

九　1ぱセ〇六五Ω』』一二左毛室wa．＿・

qQ準癒竃燕熊樋焦曇’r準
聖「恥　 し雑雛輪928魏韻鉾’

標　　次三．　　、　　　　　　　　標

w　 ）7・　　　o
　　リ
　　コoo、i　　も
六六’レ
ー四優

、

一一一・一 p　　一　　　　　　一　一　』　一＿
　　ア
　　ラ
○一二
、　N：ソ

亜：wa

　　チ
　　ロ
ニ：脚哺シ

δ書藍

　　　鷲　　　　』　　　　　　　　．　　　・　グ
　　　…三6勲垂三翫奎五冥一」
雌　盆プミδ盤西££d£盆：，蓬メミ君ル
　　　四四1一二〇五四一五一六五一匪

輝　莞三＿1六＿九二三＿　ζ
　　　八三’八九八二三一嶋一四六六一三昌

　　　痛鋲禿煙難㌍売翻厳

九二　罫　　IE七三八九六六九．・一一七六七三三匪

昌　　’　　　　　　　　　　　　　チ
九Wh一ニー七二八ご四一四　　 n
三七一九四二六二一四一九八四シ
尤盆酋西西δ£三瞭§西→…三犬ン

」

雌

　八一
囁乗



（（（（（（　　餐ぐ四）＾（（（（（＾（（（〆、
六五四三ニー　　　 1蔽　繭　 ヨ三＝お九八一ヒ六五四訟
）））））L一 ｪ繭　　に　層　　）））））））））））

話蓋豪類甚韓1㌶§露濡壽莞

　　　　　　　　重　　．＿．．＿＿＿　　　　．
　　　　　　繍　 壁

’“　　　OO準
　　　　　セ　　M
三四一一゜°匠

　　　　　　グ
　　　　　　k）

　　　　　　」
工六一〇〇〇興 ｝

雄響．続墾藪三糎奏難
　　　　　’写

　　　　　　豊
＿五訟三…OC囁

チ

ロ

ン
匠

を　　　’：　ご　ニ　ー
測　　四『『昌Qキ実プミ⊂～『「

箏　三齢窄三聖9圭兄饗
む　　　　　　　・．．
が　　五四：三死入葺五西ご○

　磐　　　　　　　　・
匿　1舐　　　　＿　ニ　ニ　＿
　　よ　　 四哺0黙二七〇四ご三電
　　り　　£充犬茜西・d西西6韮遭
　　四　　 〇二九六ヨ七二三二六六

三五〇二・・1繹　モ越⊥八ブL望建一
　　　　　　標

　　　　　　準

二六＿＿OG魅

）

　　　　　　グ馳
　　　　　　リ
　　　　　　コ
　　　　　　、
　　　　　　アレ
三九一二〇〇廠
入　　　　　　　ア
七　　　　　　　ラ
　　　　　　　診
　三五〇二〇〇囁

　　　　　、チ
　　　　　　ロ

　　　　　　ン
ー　一五繭　臨

十

粒　　　　　　ニ　ニ　ー
を　　些究ミ導『嗅・il重築（～円
撰七一・：ごヨー九九三〇八

揮　　　　　　　　　　 層

せ

り　　七二九四充六三五蓋二Ct

養　盃輻基蓋願選短
　　法　　　　　　一　．．　＿
　　は　　四〇五一：毛六九三一・六
雌　次　　一9（5宍繋盆充茜δメ1充£
　　の〇九四四四六五四〇三
　如匠・し　　　　’　二　ほ　・．．－
　　a　　 治二六二〇四九六一：五　　　　　ち　　b　　）　　，　　1　　1　　1　　も　　1　　M　　ヒ
　　　　　四八Wi八一一一三九一一一〇二
　　　　　九二五五二八三七七六三

＿四　　 〇」　　　　六〇七八〇七〇一七一四

　　　　四ご：七三入六〇ヨ菰一二ここ
　　　　1　　b　　あ　　b　　N　　b　　も　　b　　も　　b　 ち

、　　　四九四六三六九五嵩九六



次る以　　　　　　　　　此（〈（（〈（（
ぎを上　　　　　　　　 の三三＝δ九八噸に知に　　　　　　如））））’））〉
餐奇誉ふ。蕊垂㌶驚δ灘
懲鴇ζ裟戦諸標罐靴゜野圭tt
姦匙論陶詠準験砦契§嚢
ぞ吉囁麗騨匠巌xma學
以1て　　　　　　　粒　　　　 。

上　ア　　　　　　　 の

を　類へ蛍へ煮ヘヘへ薫暦量
季L翻雑翫叢雑匙蕊五一入三，、
．伺　食　　　　　　 の

ほ　せ　　　　　　如’
曲　し　　　 ．　　・し
線　め　　　　　　　゜　　ニーE＝九叢九
霞・る　　　　・　　’く　囁
に　はr
奪蝶　　　　四一蕊一九顕
ん　爾
が　繭
爲　何

四→四ご八二
供　の
試　傷
繭　合
贋　に　　　　　

・

を　於　　　　　　　　藁＿Ω＿iき＿二＿2．一．．M．　S

其　て　　　，　　　　1　　　　　八
重　も　　　　　　　　　　　A量　繭
／F蟹　弓1　三一三一八二三
り　量
て　 の

腿　増　　　　　 ・　　　，
SdJ響　　　・ご一三二鷹



馨羅鵠　下一甲ΨΨ鞭Ψ滞7蔽『

奪響総鍵ぎ　　　準
轟質髪縣認q三昼δδ旦二茎一嘆
長り測長　q　　　　　　　　り
は而定　に　ご　　　　　　　　　　yn
l暴1撫一Q－・tL　Ptl⊥輩…蝶

櫓果璽　 o　　　　　　チ
尺を繭　　2　　　　　　　

°

審得暦　 δ　　　　　　；
のナZの　 近四　 一一一 Q　隈

轄但量　　0　　　　　　　標

學簑笹　．認・。九三入土ゴ緊

回b重　゜∩°一゜°°メに一一讃

せ切tz　　Q　　　　　　
））

り断る　 三　　　　　　で
　繕高　δ巴三ご八九δ七一〇」姦

　　　　る・な　　2　　　　　　　　ラ
　　　　るる　　6　　　　　　診八　　 値麩　　三四　一　　　＿＿瞬

確様　　Om｝一　　　　・

九　　をに　≦⊇LΩ＿Ω三入九九．五一＿薫
期よ　　o　　　　　　　チ

tr，蟹　認一二δ戻メ・四一〇叫

鰻幽

ざ十　　　　　　　　〆

雌



幽　　　　　　　　　　　7　1層　‘　　　＿『1　　　・ト

　　3　　　　’　　　　．　．
　　　　　　吟　　　＼　【　　　書　　　　　　　　　　　一→～
　　　　　ゆ　　　　　ロ　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　．：　　　量、・’ ，，．…．∫、．∴・．・…記。。　㌔

　　　　　　　　　　　　　　　　t“　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　，　　　　　　ら　　　　　コ　，コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　ロも　　　イ　　　　　　　　　　　　 ’　　ヂもズ，

　　　奮、＼r　，1．鼎

　　皐・，，。4・7“　　爵’，『°
　　　　　72’　　蓼ノぞガ「　　　・as
　　～・1；°、
　　コゆ　　

の，，tず

1　誉ジ・



ハ（◎（ハ　（（（（（（（（o（o（（　 準

吾Ilsδiじ　§εF．§さ恐さお弩巴δξiこ繭　雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　長鷲『鷲”i『　Qqq「「一：「一；『て一1『：1…　繭
一　　一　　Wh　　二ニ　ニ　　，　　　　ゾ駈、　ヲし　ブし　（：）　O　　O　　（）　　一　　一一　　－a．一　一　　ニ　　ニ　　望

翌五1墓野き゜翌五1°里勉醤
り　　　 M　　　　　　　　　　　　　　i　　　　N　　　　も　　　 s　　　　も

一　 一　　　　　　　九　 〇　 〇　 ・一 @ 一
一i一 @六　　　　　　 六　 he－一 @六　 一繭 @六

七　 r；c

九　 四GlOlI

四　 五
入　　一

〇10！1

　　

九

一

，五〇二〇〇

六　 五
〇　　八

〇1011

五　 五
六　　颯

OlOll

　＿＿Oハご八三〇三四一・一

　　　　　　　　　　　　　　長
ア　三　四四七五六六六　　畠　緯
ヱ　6xlきii588圏巻吾llll長

蔭　　　　　　　　最
　　　　　　　　　　　　　　短
　三　四四四四四五四　　　　緯
　吾1弩吾6饗ささ歪口口長

標

｝準

匠　’

　　　　　　　　　　　　亭
　　　　　　　　　　　　均
三　四四五四璽六澱六六　　繍
甕1吾i軽賢歪δ9さ8811長墨
　　　　　　　　　　　　供1
　　　　　　　　　　　　試
　　　　　　　　　　　　繭
三二五一入三九二六一〇〇〇数

　　　　　　　　　　　　　　最

　毫罠三tt，竪互昊竪　　緕
　五〇〇！』一ΩOOO口ll長



（（（φ（ハハ（パ（（　 鴇（（ハ（（（。、（
己§齢3蕊蕊5ご繭雌語§ε§きる麟
舞蕊あココ三コ難醤繭蹴究、蕊δδ三

遷゜野襲゜野學1累∵1五1°
九　〇　〇　一　一　　　　　　　　九　〇　〇
六一1六一六　　　　一六一六

＿＝一

　　　　　　　　　　最
　　　　　　　　　　蝿
四璽宿鉱六璽七　　　 縣

圏孟δ春8681．lll長
．　　　　　　　　　　最
　　　　　　　　　　　短
1三四三三四胆四　　　　競
，8さき～ささき杏lIll畏

　　　　　　　　　　霧

萎琶鷲認墾套鶯

標　留篭鷲茜
準　　OIO｝OOgl

田　四　四西四
〇　九　五八ニ

＿　　　 ＿　Oll　l　　OOOO九五六〇
四五五ff五五五四
二六五九二ご蓑九

　　　　　　　　　　供
　　　　　　　　　　試
　　　　　　　　　　繭
三一九三七三九＿二〇6数　　四＿三一九二〇三

口8合δ合81巻自長ユ　き1δ1酷毬き

　　　　　　　　　最
　　　　　　　　　長
六さ七五六　五　 ・縣ク噛　　五　五　五五七五

nvw－一 @　　・　　｝、
　　　　　　　　　　　最
　　　　　　　　　　　短
　　四圏四五四　四　　縣
⊥⊥旦超昼さコ窒ユ⊥茎

，レ　　　　　　　　些
瞬　　　　　1　　　　　向
　　　三　四、　四四四異
　　　四　五　〇五三七
　　　〇IOIoooO

　　　　　　　　　　　　平
’　　　　　　　　　　　　均

籠難華巽顎目鋼　塁1黙器葉悉



　　　塁§§3§麗3麗酋§§ε§§
雄　　　の

懸。萱晃㌶8δ56コ三三：董㌶
錨響翠響理五1°野f草睾五
齢暇籠．契§嚢三美
　於　　1　　　・　　　、
　　け
最　る　　　　　　　　」
大最　＝＿ヨ＿入ご二三五一二〇（）

に　　＿．＿．t．一．，，．．一一一一一＿＿－tt＿．一＿一＿＿＿．＿．＿＿，t．．＿＿一一　 P　　・一

説緯最
五q・長短　．。、＿．四・咽姻五七

長　一

及　五　六　Li入二入二　八
全　 OIOIOOOOOIeii

一五　　を　＿Q」蔓」」⊇Lq－」＿⊥

　　　季　　7
　　最　均
　　少　緯　 四　四　四四四三四　四『
ヨ三緯　長　O　O　OOO八〇　八

四回

｝ソ

00回長禦　一，　　甲　　L’一’
　　　　ぐ　　．

　　　段聖翌號開突盟奎套

ア　垂

Lj＿L

九
夢

八

〇1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　四三
qu　　七〇七，〇六〇六〇fi．00Hl　至合

奎讃建魂八鵬四一＿。
次　 一一一一一一 @　一一一　　　　　 一一一

　　四四五五五　 メく　七
　　四七：）七六　　二　 六
」一一⊥．Ω．qP＿○Ω‘OLOIl

　四　四　三　四　三　　　五　　　　四

　三〇七〇竜　・四　 三

｝｝OOOOOIOIOIl

（　　　　　（

霧　篠
綜　　綿
オ　　 ホ
聾二〇些

チ

？。」＿L
ン

匠

ll

ノ

棄竪竪竪嬰璽署垂巻き釜　 努

10置五二〇－Q三〇二〇リ　QI



　　　　　　　　　　　面次も以
A・総　　　　　綿Lほ』ぎ橿上
　　　　　　　　　　　礎に　準の　　雌

1計善舘籠講長灘讐鑓でfl
　　　　　　　　蒸「釜彙誉じ論準諺

五準かを蠣て匠阪賑囁暉匠麸。二四面七一一匠票糞撫　　
　　’　　！籍贈＠

吾』i　・　＿　1；　：果一のし
充充一二六九六〇三一〇匠　　　よ　層・　糸糸　め・

　　　　　　　　　言差禦、縁碧

置二qう亙、姻護L鋭磐継誌8器
　　　　　　　　　副　れむ雄長

四　　　　　　　準
翫○ニー五入二臨一匪，

　　　　　　　　　グ
　　　　　　　　　リ
　　　　　　　　　ntff　　　　　　　　　　・
〇三　　　一　4t－一一　　　〃
二六一一一「』一八〇三一一臨

　　　　　　　　　z
　　　　　　　　　三
四　　　　　　　　　　一
　ニt　　　　　　　　　　　　　　 ン

宍充＿＿ニニ三二八九」鉦

　　　　　　　　　チ
　　　　　　　　　ロ
五　　　　　　　　　シ
o蓋　＝．．lt－＿．。藍

b　°繭、は
゜　　に其
　　　劣李
　　　れ均
　　　％蝿斐謬舞箋

O－○一ニハ九ハoj繭
　　　　　　　　　　　　　　　　に
　　　　　　　　　　　　　　　　．於
　　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　　　　　　　て

雌　　學
　　　　　　雄
懇　　　　繭
　　　　　　に
　　　　　　於
　　　　　　き　　　　　1　九
　　　　　『　て　　　　　　　四
　　　　　　も
　　　　　　亦
　　　　　　雌．



凹　　　　　　　　　外　　　 δ　　　　毎

ti

o

豊

出

§

豊　　9
鋒
伊

な

N3

い　　プ，〆
＼i，夕〆

／

　　＼1ド’㍉、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂

　　　　、＼．．　・、、　　　　　　　　τ1鎧皐

　　　　　　　、議　 ♪・　　　　¢
　　　　　〆ピ輩ヒニ…一・・“pmH　　　　　　’
　　　　マ　t　　　　やゆ
蟷メジ三」7C．」．’‘

ら

ソ「’

樋
繕
覗，、



響葉糠せ鷲‘
動中準1》に
物に臓即遽
に不にちぺ
よ足比グ摩
りせしyれ
てるてコる確是壌・・實
め等加ノン瞼第
説9t’i演六
だミ而ヨて結
るノし；明
種酸て、か
々類雄及s・な　を繭　チ　る　論㌔

る補にPt如
例ふ於シく
は蕩てン本
1翼含もを實
兇に寡添験
の於雌食に
如て繭ぜ於
きはにして
比慧於めも
較晃てだ巳
的のもるに
下絹同獄公
等質機艶に
な生なのせる成・る繭る
動上結は数
物に果、莫種
七影を長の
於響現さ實
てあは繭瞼
　もるせ履Le
同事b重全様明贔量く　塗
毒か等及同　ハ
　るにの縣・…
事し事長な
　をて實にる
女B前よ於結
れi塵りて果
　りせし何に
　゜るてれ到／”
　高桑も蓬


